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第２章   ────────────────────

長期的・多面的・根源的に考える

人類と人間

　18世紀末の産業革命以来、資本主義の仕組を導入した国では、自然科学と技術

が急速に発達し、飢餓と殺戮のない社会の構築に成功しました。しかし、その後

も同じ仕組を継続してきたため環境汚染が著しく進み、人類は自らの手によって

存立基盤をも脅かすようになりました。

　繁栄か崩壊か――地球と人類の存亡のかかった危機に直面している今こそ、宇

宙、生命、人類、人間、国家、科学・技術、経済・企業などあらゆることがらを、

長期的・多面的・根源的に考えてみる必要があります。

　長期的――環境問題は地球誕生、生命誕生から、人間社会の問題は人類誕生か

ら考える。

　多面的――我欲のある自分、組織人としての自分、組織としがらみのある中の

自分、国家という枠組の中の自分、国家としがらみのある国々の人たちを含めた

中の自分、世界人類とその歴史の中の自分、あらゆる生命体の中の個としての自

分という面から考える。

　根源的――人類の特性・人間の定義の中から考える。

　一方、短期的・局面的・表面的なことがらとの整合性も保てなければ、経済的

な基盤を確保できません。

　その時代の最も困難かつ本質的な問題を解決するための目標設定に誤りがなけ

れば、長期・短期―多面・局面―根源・表面という相反することを両立させる知

恵が生まれてきます。その結果、自律的に目標に近づき、経済基盤も確立します。

　人間の頭脳はそのような構造になっていると考えます。
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環境問題は地球誕生から考える

　ビッグバンによって誕生した宇宙に、地球が姿を現すのは今から約46億年前。

できたばかりの地球は大小の隕石の衝突によって発熱し、1000度以上もある「マ

グマの海」に覆われていました。

　やがて地球に落下してくる隕石の数が減り、火の玉のようだった地球の温度が

下がってくると、水蒸気になって漂っていた水の分子が雨になり、何万年も雨が

降り続き、地球に海が出現したといわれています。

　約39億年前、宇宙から降り注ぐ強い紫外線によって煮えたぎる硫酸の海の中か

ら、生命が誕生。

　その10億年後には、太陽光によって水と二酸化炭素から糖分をつくり、植物の

ように光合成を行い、その廃棄物として酸素をつくりだす細菌が現れたとされて

います。シアノバクテリアと呼ばれるこの細菌が吐き出す大量の酸素は、当時の

他の生物にとっては有害で、いわば「環境汚染」が始まったのです。

　一方、酸素によって硫酸の海は水の海に変わっていきました。海中にあふれた

酸素は、海底火山から流れ出た鉄と反応し、酸化鉄となり、人類の文明を支えて

きました。

　14億年前には、他の細胞に潜り込み、呼吸によって取り入れた酸素を使って糖

分を燃やし、そのエネルギーを宿主の細胞に供給しながら「共生」するミトコン

ドリアという細菌が出現します。このミトコンドリアは、今日生きているあらゆ

る生物の細胞に存在しています。つまり、私たちの体内にも、太古より連綿と生

き続けてきた細菌がいるのです。

　そして６億年前には、海中で「カンブリア爆発」といわれる生物進化の大爆発

が起こり、様々な多細胞生物が生まれました。そのほとんどは絶滅したとされて

いますが、このとき、私たちの遠い祖先ともいえる動物が出現しました。

　光合成をする生物が増え、酸素が豊富になると、地球にオゾン層が形成されま

した。オゾン層によって紫外線が遮断されるようになると、生命は一斉に水中か

ら陸上へと進出し、新たな生命が次々に誕生、大地には多様な植物が繁茂するよ
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うになりました。そして今から４億年前、背骨を持つ魚の中から陸に上がるもの

も出てきました。

　これら太古の植物、動物の遺骸は石炭、石油などの化石燃料となり、産業革命

を経て近代社会の誕生に至る流れを促進しました。

人間社会の問題は人類誕生から考える

　陸に進出した動物の中で隆盛をきわめたのが恐竜でしたが、7000万年前に突然、

絶滅します。隕石衝突が原因といわれています。

　恐竜が絶滅した後、哺乳類の発展が始まります。

　そして、今から約1500万年前、アフリカ大陸東部で大規模な地殻変動が起き、

標高2700メートルを超える大山脈ができました。この山脈の東側では雨が降らず、

熱帯雨林が乾燥化して次第にサバンナ（熱帯草原）に変わっていきました。

　西側に残った類人猿は森林の中で樹上生活を続けましたが、今から500万年前、

東側の草原では、樹上生活を捨て直立２足歩行をするサルが出現、毛の薄い「裸

のサル」への道を歩み始めたといわれています。

　人類は未熟児（首が座らず、自分で移動できない）として胎内から出てきます。

このときには、脳の中に「生きる」ための思考回路ができあがっていますが、肉

体的な行動に移せない部分を残しています。次の段階で、介護者により一方的に

「生かされる」という思考回路が後天的に芽生えます。その後、自立的に乳を飲

み、移動するようになり、「生きる」という思考回路が肉体と連動するようにな

ります。そして介護者に助けられつつ直立２足歩行を身につける中で未来予測・

危機察知の思考回路が発達しますが、肉体的な発達の遅れから察知した危機に対

処できないため、不安が高まり、夜泣きするようになります。この時の介護者の

愛情により「生かされながら生きる」という思考回路の第１段階が完了します。

その時の対処の仕方が、その後の人格形成に大きな影響を及ぼすことになります。

　このような経過を経て、特別な教育を施さなくても、「天寿が全うでき、楽し

く愉快に持続的に生きたい」という強力な思考回路を持つ哺乳類として、地球上
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□人間の定義とは

に「人類」が急速に増えていきました。

　そして、１万年前になると、現在に続く間氷期が始まり、気候が安定します。

それにともない、人類は狩猟採集から農耕牧畜へと移行。定住によって、食糧が

それ以前より安定的に確保できるようになり、天寿が全うできる可能性がより高

まりました。しかし、さらに数が増えたことと天候異変により食糧不足を招き、

人類の大移動が始まりました。

　「人間」という言葉は、その時々の時代背景から生み出された意図によって、

様々な定義を与えられてきました。文明の飛躍的発展か破滅かの瀬戸際にある20

世紀末、「人間」はどう定義されるでしょうか。

　類人猿と人類とを分ける最も大きな相違点は、脳の大きさです。250万年前、

人類の脳の容積は600ccほどでしたが、現在の人類の脳は平均1350ccもあります。

　人類と同じ脊椎動物である魚類にも脳があります。脊髄の先端の神経細胞が増

えてふくらんだものが脳ですが、魚類の脳は、呼吸や脈拍など生命を維持するの

に最も重要な機能をコントロールしています。

　魚類から進化した爬虫類には、生命維持の脳に加えて、闘争本能、子育て本能

など生物が生存競争を勝ち抜くために必要な本能的感情や記憶を支配する脳が現

れます。

　さらに進化したネズミなどの下等哺乳類では、本能的な行動に状況判断を加え

る命令を下す大脳旧皮質と呼ばれる部分が発達してきます。

　そして、人類になると飢餓と殺戮という極限状況をいかに回避するかの試行錯

誤の中で、大脳新皮質が急速に発達。これは｢理性の脳｣とも呼ばれ、考えたり、

高度な学習をしたりする脳です。

　人類の脳は大脳新皮質の下に、下等哺乳類脳と爬虫類脳が隠されている構造に

なっています。隠された脳の発する本能的な欲求に従って行動すべきかどうかを、

大脳新皮質が状況に照らして判断する仕組になっています。

　｢理性の脳｣を持つようになった人類の中のひとりが、「天寿が全うでき、楽し

く愉快に持続的に生きたい」という願望を具現化するための道を探り始めます。
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　まず、その願望を可能とするような群れを作るための手段として、個々の特性

に応じた役割分担が生まれるように、生活習慣、行事、仕組を確立。これにより、

暗黙知としての原則が脳の中に育まれ、さらにそれが伝承される流れ（文化）が

生まれます。その機能をより強固にするため、言葉と文字が生み出され、暗黙知

が形式知に変えられます。これにより、飢餓と殺戮という極限状況を回避すると

いう同一目的を持った巨大な集団が地球上に出現することになりました（国家の

誕生）。

　このような経緯の中で、「人間」という概念が生まれたと考えられます。

　科学は、事実の上に「概念」を設定することにより「仮説」が立ち、急速に進

歩、その実証によってテクノロジーが発達するという過程を繰り返し、今日に至

っています。

　１から９までの数字が目に見える数量をあらわしているとすると、「零」は目

に見えない「概念」です。インドにおいて空位を表わす「零」が発見されたこと

により、あらゆる自然数を自由に書き表わすことが可能となり、「算術」から「数

学」に大きく進歩したとされています。

　「人類」が目に見える実体のある存在だとすると、「人間」の定義は「零」と

同様「概念」です。「人間」という「概念」の設定と、自然環境、それによって

生まれた民族の織りなす地政の影響が、人類の脳を、現代人の脳のように急速に

変化させたと推測されます。

　情報化、核兵器とその運搬手段、および交通機関の発達した20世紀末の社会で

は、「人間」とは「飢餓と殺戮がなく、楽しく愉快に持続的に生きられる地球社

会の創造に向かって、応分の役割を果たすことに目覚めた人類」と定義されます。

　環境問題と共に、今日の根源的な問題である個人および国家間の相互信頼関係

の喪失、人心の荒廃という社会問題を解決する糸口を見出すためには、この「人

間」の定義を原点として思考の枠組を再構築する必要があります。

　これによって、社会の再構築と、新しい科学・技術の登場を促し、希望の持て

る文明の扉を開くことが可能となります。
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年表～地球誕生・人類誕生から古代文明まで

50億年前
  （46億年前） 地球誕生
40億年前
  （39～38億年前） 海中で生命誕生
30億年前  光合成を行うシアノバクテリア誕生
20億年前
10億年前  真核細胞誕生
   細胞生物誕生
5億年前 （5億7000万年前） カンブリア大爆発（種の大爆発）
   生命（植物と節足動物）の陸上進出
   脊椎動物（魚類）の陸上進出
  （2億5000万年前） 哺乳類誕生
1億年前 　
　　　　　　　（7000万年前） 恐竜絶滅
500万年前 （500万年前） 人類誕生
  　                                      アウストラロピテクス（２足歩行）
  　                                      ホモ・ハビリス（道具の使用）
  　                                      ホモ・エレクトゥス（火の使用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ネアンデルタール人（最初の墓）
  （10～20万年前）             ホモ・サピエンス・サピエンス（現生人類）
  　　                                      クロマニョン人（美術の出現）
 西暦紀元前
 
前1万年      最後の氷河期が終わる
  （前8000年）     農耕・牧畜開始
  　　　　　　　　　　   日本／縄文時代
  ＜古代文明＞
前5000年 （前5000～前2000年） シュメール（メソポタミア南部） 
               （前3400年頃） 最古の文字使用
前3000年              （前3000年頃） 鋤が使われる
  （前3000～前1000年） 古代エジプト（ナイル川流域）
               （前3000年頃） ガラスが初めて作られる
               （前2500年頃） ギザに大ピラミッド建設
  （前2800～前1750年） バビロニア（ユーフラテス川流域）
               （前1750年頃） ハンムラピ法典の成立
前2000年 （前2500～前1500年） インダス（インダス川流域）
  （前2000～前30年）   古代ギリシャ（ギリシャ及び小アジア）
               （前600年頃）   ギリシャで初めて貨幣使用
  （前1650～前1027年） 殷王朝（中国北東部）
  （前1500～1200年）   ラピタ（西太平洋諸島）
前1000年 （前1027～前771年）    周王朝（中国北東部）
  （前1000～1697年）    マヤ（中央アメリカ）
  （前750～前612年） 　アッシリア（メソポタミア及びナイル川流域）
          （前632～前331年）     ペルシャ（エジプトからインダス川流域）
  （前200～400年）          古代ローマ（イギリスからペルシャ湾）
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(日本経済新聞第２部ミレニアム特集　Ｈ１１．６．１１)
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